
【アイデア部門】

エンターテイメント（好き・楽しい）を回復のための活動に取り入れるのはとても良いことです。
審査員コメント

もしあなたのお子さん、お父さんお母さんが視覚障害になったらどうやってハッピーに
大切な時間をつくりますか？
このアイデアのポイントは弱視や全盲になった人の日常から鬱や不安やパニックなど
メンタルとフィジカルを回復させること。
その方法は7つあります。
①歌を聞いてもらって一緒に歌ったりする
②ヒップホップダンスで楽しく体を動かしてお客さんに見てもらって拍手や応援される
経験を持つ
③視覚障害の人や見えている人の前で自分の趣味や経験、やってみたい事を話す、
聞く。おすすめの本やマンガ、ゲーム、映画など（リモート可）
④同じような状況、世代の見えにくさを抱える人とお食事や会ってみる（眼科と提携や
要提案）
⑤悩みをただ聞いてあげるだけの人を配置、そしてコミュニケーション能力を学んでも
らって双方コミュ力を磨く。
⑥歩行訓練士に繋がる、視覚障害者グッズなどの書類を手助けする人を配置
⑦歩行訓練をゲームに例えてレベルアップさせていく。（触って見えるシール）
この回復の為の7個のアイデアをリモートでもできるようにし、1人やチームになって
取り組んで、ダンサーやシンガー、ゲーマーやスピーカー、マンガ家、著者、社会人や学生
などを講師という位置で仕事という形にし、新しい形の雇用と生活が生まれると思いま
す。自由に考えてみませんか？

中村　優子
ロービジョン、マッサージ師、鍼灸師。ドラマや映画のエキストラ、モデル、ゴスペルのクワイア、
2020年パラリンピック閉会式に映像出演。ヒップホップダンスと写真撮影が好き。YouTuber。女性
のロービジョンや全盲が家族友人のサポートを得れなくても世界を安全に旅する仕組みを探し中。
盲導犬ユーザー目指す。

エンタメでもう一度生きる力を育てる
vision Island（ビジョン・アイランド）

入選　 中村　優子
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ChatGPTを使って、言葉だけで
Power Pointのスライドを作成する

最近、会話形式でAIからの回答が得られるChatGPTが注目されています。私はこの
ChatGPTを活用することで、業務効率を大きく向上させられると考えています。
例えば、プレゼンをする場合のスライド作成、これは視覚障碍者にとって大きなハード
ルです。テキストファイルやHTMLから作成するなど、工夫する方法はありますが、やは
り最後は他の人の確認が必要で、細かいレイアウトは自分で変更できません。
しかし、ChatGPTを取り入れることで、そのハードルを低くできます。有料プランの
ChatGPT PlusのCode Interpreterではファイルのやりとりも可能です。こちらを使
い、簡単なスライドであれば、作成することができました。実際の指示文です。

>xxxを説明するプレゼンの内容を考えています。
>Power Pointファイルを作ってください。
>スマートアートなどを用いて、視覚的にインパクトのある内容にしてください。
＊xxxには目的のタンゴが入ります

結果、テキストと簡単な図形が使用されたスライドが出力されました。ある程度実用
的な品質だったと思います。自由にスライド作成ができるようになれば、上司へのアピー
ルもしやすくなり、視覚障碍者の職域拡大にもつながると考えています。

審査員コメント
Chat GPTという新しいAI技術を活用してスライドを作製するという、素晴らしいアイデアに感服しました。
プレゼン用のスライドを、イラストを交えて自分自身で作ることが出来れば、自身の能力や考え方を視覚
に訴えてアピールすることが可能になり、仕事や社会活動において、強力な武器になります。是非、具体的作
品を拝見してみたいと思います。今後のさらなるチャレンジを大いに期待いたします。

三川　草平
1992年生まれ。
2016年に新卒採用された企業で、Excelのマクロ開発などを担当。
2018年に現在の企業へ転職し、セキュリティエンジニアとして勤務。
・受賞歴: 第37回全国障害者技能競技大会（アビリンピック） パソコン操作 銅賞
・保有資格: 情報処理安全確保支援士
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